
令和7年度　第1回　地域連携推進会議　議事録

参加職員：管理者　野田　幸子　　　　支援員　宮坂　達也

１．事業所名　社会福祉法人ぶるーむ　共同生活援助風の木

２．開催日時　令和8年３月１８日（水）１５時から

３．場所　　　風の木 柏市大津ヶ丘１－４３－７

４．事業所概要

事業所名　　共同生活援助風の木 建物構造　木造

開設時期 定員 6名（男性）

運営類型 外部サービス利用型

５．事業所の特徴

６．運営推進会議委員名簿

構成員 人数 所属等

法人・事業所職員 2 管理者　施設職員

入居者 1 入居者

入居者保護者 1 入居者保護者

地域の関係者 1 大津ヶ丘町会長

福祉に知見を有す

る方
1 合同会社（障がい福祉サービス関連事業）役員

７．職員の状況等

職種 常勤 非常勤

管理者 1
サービス管

理責任者
1（兼務）

世話人 2 1

夜勤者 ６（兼務） 1

その他 ヘルパー 5 春風訪問介護事業所/居宅支援アライブ

　　「外部サービス利用型」の為、生活支援員配置義務なし

８．利用料について

家賃（月額） 50,000円　　（国・市からの補助金30,000円）

・知的に障がいの有る男性6名のグループホームです。

・現在5名の方が利用していますが入浴、トイレ、着替え等の身辺自立について難があり、全

介助となっています。

・通常の人員配置での運営ではスタッフ配置が難しいため「外部サービス利用型」での運営

で、ヘルパー事業所と契約しヘルパー派遣により手厚いケアを提供しています。

資格

介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士・社会福祉士

2018年4月1日

出席者



食費 朝食：300円　　昼・夜食：400円

光熱費（月額） 13,000円

日用品費（月額） 4,000円

過不足分については、年度末に調整　国・市からの補助が出るため実質負担額は20,000円

９．利用者について

・日中は、生活介護事業所等に通われています。

・一人一人がマイペースで過ごしています。

1１．地域との連携・協力や交流、来訪者等

1２．虐待ヒヤリハット報告

虐待報告 無し

ヒヤリハット報告 月に数件有 主に服薬忘れ

・入居者同士のトラブルは殆どありません。

年に２回、地震と火事を想定し実施。

地震の場合：地震が収まり次第庭に避難が原則

火事の場合：先ずは、大津ヶ丘幼稚園、よう理援バス停車場（風の木道路挟んだ前）避難。

意見

・近隣には障がい者のGHが複数あるので、合同で避難訓練を実施することも検討してみては

どうか。

　　回答⇒どのような内容であれば可能なのか検討してゆきたい。

・まずは、町会に入りKネットへの登録を考えてゆくことが必要。

　　回答⇒今年秋に行われる町会の避難訓練に参加を計画して行く。また、町会に入会するこ

とについては早急に行う。

・休日を利用し、ご家族と御出掛する利用者の方が多いことや、区分の高い利用者様が多く暮

らしているため、スタッフ配置が厳しく地域行事の参加は出来ていない。

・今後は、移動支援等のヘルパーさんを利用し地域交流を進めて行きたい。



1４．地域との連携強化に向けた取り組み案

1５．その他

・施設内見学

・次回会議の開催について 2027年3月頃

1３．利用者の生活支援に関する質疑応答

意見

・知り合いで福祉施設に勤務している人がいる。利用者様への対応において、親しみを込め粗

削りな言葉を遣うが利用者に好かれているスタッフが居る一方で、丁寧な言葉遣いをしている

スタッフが利用者様との距離が中々縮まらないケースもある。と言った話を聞いた。利用者様

との対応はとても難しいと思った。

・食費の不足が出ることについて、現在利用しているタイヘイでの食材注文は、高くつくので

スーパー等で旬の食材を購入し、世話人さんがメニューを決定し調理することも考えてみては

よいのではないか。

・質疑応答

〇言葉の表出が無い方に対して、どのように意思の確認をしているのか

回答⇒言葉により意思を確認している。表情や日頃の様子から希望を読みとることになる。

〇どんなに障がいが重くても自己決定がなされるような支援をしてゆかなければならないと意

識してほしい。

〇個人情報に関連するものは鍵のかかる場所にしまってあるか。

回答⇒鍵のかかる引き出しに保管してある。

〇ＧＨは夜間における支援を期待している。余暇については日中活動先で行っているので、Ｇ

Ｈに大きく期待していることはそれほど多くはない。

〇広い庭があるので利用して、休日の日中など何か催しを考えてもよいのではないか。

町会主催の避難訓練への参加について検討してゆきたい

意見

・土日祝日を利用して外出する他、風の木のイベントに地域の方に来ていただくことも良いの

ではないか。

・休日を利用し、ゴミ拾いや公園の掃除などしてみるのでも良いのではないか。


